
鹿本地域未来創造会議シンポジウム 結果（概要）

「健幸都市宣言」～市民スポーツや温泉を活用した健幸づくりの推進～

（２）パネルディスカッション

【パネリスト】

・木村敬熊本県知事

・早田順一山鹿市長

・大渕康弘氏（株式会社保健支援センター代表

取締役社長）

・久野譜也氏

【コーディネーター】

・草野遥氏（山鹿市出身のタレント）
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１ 日 時 令和８年２月２日（月）

１８:３０～２０:１０

２ 場 所 八千代座

３ 議事内容（シンポジウム概要）

（１）講演

テーマ：自然と健幸になれるまちづくりのポイント

                  ～山鹿市の現状と課題もふまえて～

     講演者：久野譜也氏（筑波大学大学院人間総合科学

学術院 教授）



鹿本地域未来創造会議シンポジウム 結果（概要）

「健幸都市宣言」～市民スポーツや温泉を活用した健幸づくりの推進～

・ＷＨＯによると死亡リスク第４位は運動不足。これを解消すると高血圧（第１位）、高血糖（第３位）、
肥満（第５位）のリスクを下げることにつながる。

・地方都市の多くが車がないと暮らせない街、人が歩かない「まち」になってしまい、それが生活習慣病
を増加させ、地域活性化の阻害要因となっている。科学的には早く死に至る街を作ってしまっている。

・東京は交通機関の乗換などで結構歩く、自然と歩いてしまう街。車の使用割合が多い愛知の方が、東京
より糖尿病患者外来数が多い。

・個々人への働きかけだけでは限界。多くの人が歩き、集まる姿が日常的に見えるような、そこに住むと
自然に健康になるまちづくりが必要。厚生労働省の健康日本２１政策にも「まちづくり」が入ってきた。

・今後は、公共交通の減便、乗換時間の不便を逆手に取り、待ち時間を豊かな時間と捉えた快適な「時間
消費機能」を有する「モビリティハブ」の形成を促進する必要がある。

・同じような施策をしているように見えて、１人当たり医療費や国保への繰入金にも違いが出てくる。何
をやっているかではなく、どう成果を出しているかをしっかり見ていく必要がある。

・保健事業や健康づくり施策で成果を出すためには、多くの市民が参加して初めて政策効果に繋がるとい
う「ポピュレーションアプローチ」の視点が重要。

久野譜也氏筑波大学大学院人間総合科学学術院 教授

●講演
「自然と健幸になれるまちづくりのポイント～山鹿市の現状と課題もふまえて～」
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鹿本地域未来創造会議シンポジウム 結果（概要）

「健幸都市宣言」～市民スポーツや温泉を活用した健幸づくりの推進～

●パネルディスカッション ①健幸都市宣言の狙い、スマートウエルネスシティを目指す意義について

・自然と健幸になれるまちづくりを目指したい。健
康寿命を延ばすエビデンスは揃ってきた。いかに
市民に浸透させるか。山鹿の多種多彩なお酒の話
があったが、まちづくりで、地域に活力ある産業
があることは大事であり、楽しみな地域。

・スマートウエルネスシティ首長研究会は、全国134
人の首長が参加し、早田市長もその一人。健幸都
市宣言、次期総合計画でも推進していくとのこと
であり、応援していきたい。

・久野教授の話のとおり、多くの市民に働きかける
ポピュレーションアプローチは重要。鹿本地域振
興局は、一つの市のみを管轄しており、全県下で
も珍しい存在。まずは、山鹿でモデルを作ってい
けるよう、県としても、市としっかり連携し、
バックアップしていきたい。

・久野教授の「予防は個人」との話は、私も同じ考
え。医療は皆に平等だが、予防は個人の考え方、
生き方。

久野譜也氏

木村知事 大渕康弘氏

・山鹿市民が健康、幸福に過ごしていただきたいと
の思いから、健幸都市の取組を始めた。

・昨年６月に基本方針を定め、健康寿命の延伸、暮
らしの満足度の増加を目標に、約１５０の事業を
健幸都市関連事業と位置づけ、市役所全庁を挙げ
て取組を進めている。

・誰もが住みたい、住み続けたいと心から思える健
幸都市を目指したい。

早田市長

コーデネーター草野遥氏
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鹿本地域未来創造会議シンポジウム 結果（概要）

「健幸都市宣言」～市民スポーツや温泉を活用した健幸づくりの推進～

●パネルディスカッション ②健幸都市を目指すうえでの山鹿市の特徴と課題

・山鹿市の健幸都市度を全国の同規模自治体と比較
すると、例えば、公共交通沿線の人口密度が低い。
車の使用で運動の機会を失っている。

・また、各項目を同規模自治体の平均と比較した健
幸都市度レーダーチャートをみると、特定保健指
導実施率は高いが、一人当たり医療費、介護費、
日常生活サービスの徒歩圏充足率が低い。

・市役所だけが頑張っても駄目。市民が理解して、
市役所とどのような街にしていきたいか、どのよ
うなまちづくりを行っていくかを考えていくこと
が重要。

・山鹿の特徴はやはり温泉。温泉と豊富な食、自然
や歴史、検診を活かした温泉保養都市を目指した
い。

・山鹿市は糖尿病発症リスクが県内１０圏域でワー
スト１。生活習慣の改善・予防が必要。１日平均
歩数も少ない。今後は、まずは市民が手軽に取り
組めるウォーキングを推進していきたい。

・また、健幸アプリを活用すれば健康チェックや歩
数管理、スタンプラリーなどにも挑戦できる。健
幸のため、市民にも楽しく頑張っていただきたい。

・山鹿のデータは、県全体にも言えること。運動す
る場づくりが大事。各市町村のまちづくりとも絡
むので、今後の方向性は、市ともしっかり連携し
ていきたい。

・本県は健康寿命のランキングが高くない。健康維
持を評価する仕組みが重要であり、健康寿命を延
ばしていくことを目指し、山鹿地区をモデル的に
応援していきたい。

・熊本県は肉の消費量全国トップ３。山鹿市も肉類、
揚げ物の購入が多い。また、週２回以上運動する人
の割合は25.8%と県平均より10ポイント低い。

・要介護者となった方の主な疾病は心臓病、高血圧、
筋・骨格系疾患。血管と筋肉がポイントであり、肉
を食べるなとは言わないが、高たんぱく質を採って
いるので、それに見合った運動が必要。

早田市長 久野譜也氏

木村知事

大渕康弘氏
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鹿本地域未来創造会議シンポジウム 結果（概要）

「健幸都市宣言」～市民スポーツや温泉を活用した健幸づくりの推進～

●パネルディスカッション ③健幸都市の実現に向け目指すべき方向性・市民にも考えて欲しいこと

・温泉を観光客だけでなく、市民が活用するのは良
い政策の方向性。コミュニティの場としても意味
があり、複合的な取組が重要。

・自然と歩いてしまうまちづくり。ヨーロッパでは、
市役所の前は公園やイベント広場。駐車場は離れ
ている。外出機会の確保も大事。

・日本で最も運動していないのは、多忙な２０～４
０歳の女性。この時期に運動習慣が身につくと、
中高年になったときに効いてくる。

・今後、温泉入浴によるフレイル抑制効果の可能性
を京都産業大学と共同で研究予定。

・市役所率先行動として、健康アプリを活用した職
場対抗ウォーキングイベントの他、市役所の階段
に利用を促す健幸標語を職員から募集し設置した。

・本日の関連で、3/8にウォーキングイベントを開催
する。豊前街道などを楽しく歩いていただく。

・その後も健康アプリを活用し、市内５コースを歩
いてポイントを獲得するイベントも実施。多くの
皆様に参加いただきたい。

・本県は健康寿命ランキングが低い。地元市町村と
連携し延伸を図りたい。

・また、企業からのアプローチも重要。県ではス
マートライフプロジェクト応援団として健康経営
に取り組む企業・団体を応援している。

・「野菜くまモリ運動」や「くま塩ヘルシー運動」、
三ツ星で評価する「くま食健康マイスター店」制
度で自然と健康になれる食環境づくりを推進して
いる。

・２０２４年から厚労省は、特定保健指導において
も成果を重視した評価体制を強調。ただ、全体的
に見ても成果は分からないので、当社は個々人の
成果を重視している。

・当社の分析では、保健指導を受ける人の25%が実
践・改善層、50%が停滞・リバウンド層、25%が
無関心層。真ん中の50%の人たちの個々人の阻害
要因（リバウンド要因）を分析し、個々の状況に
応じて、何とか実践・改善層に持っていきたい。

早田市長
久野譜也氏

木村知事 大渕康弘氏
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